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︓除雪基地(13箇所)
︓牽引ドーザ待機場所

出典︓国⼟地理院地図（加⼯）

今年度の除雪体制

蒲⽣基地
・除雪トラック １台
・除雪グレーダ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
福部基地
・除雪トラック ２台
・除雪グレーダ ２台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・除雪ドーザ １台
・ロータリー除雪⾞ １台
⿃取基地
・除雪トラック ３台
・除雪グレーダ ３台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・ロータリ除雪⾞ １台
・除雪ドーザ １台
浜村基地
・除雪トラック １台
・除雪グレーダ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・除雪ドーザ １台
⻘⾕基地
・除雪トラック ２台
・除雪グレーダ １台
・ロータリ除雪⾞ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
⼩船基地
・除雪トラック ２台
・除雪グレーダ ２台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・ロータリ除雪⾞ １台
・除雪ドーザ １台

蒲⽣基地

福部基地
⿃取基地浜村基地

郡家基地

⼩船基地

⼤原基地

智頭基地
市瀬基地

新河原基地
河原基地

郡家基地
・除雪トラック ２台
・除雪グレーダ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・ロータリ除雪⾞ １台
河原基地
・除雪トラック １台
・除雪グレーダ １台
・⼩型ロータリー除雪⾞ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
新河原基地
・除雪トラック ３台
・除雪グレーダ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・ロータリ除雪⾞ １台
・除雪ドーザ １台
市瀬基地
・除雪トラック ３台
・除雪グレーダ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ ２台
・ロータリ除雪⾞ １台
智頭基地
・除雪グレーダ １台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台
・除雪ドーザ １台
⼭根基地
・除雪トラック ２台
・⼩型ロータリー除雪⾞ １台
⼤原基地
・除雪トラック ２台
・凍結防⽌剤散布⾞ １台

【管内】
・除雪ドーザ（リース）１２台

⿃取河川国道事務所管内の除雪機械の配置は、全７９台（除雪トラック２４台、除雪グレーダ１５台、凍結防⽌剤散布⾞
１３台、ロータリ除雪⾞９台（内⼩型２台）、除雪ドーザ18台（内12台リース）の体制。
また、更に除雪が追いつかない状態となれば、隣接事務所や災害協定業者へ応援要請する。

⻘⾕基地

⼭根基地

岩美IC

⼩沢⾒

ほき詰橋
野原PA
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⿃取道 笹尾⾼架橋 下り

国道9号 ⿃取市⽩兎下り

⿃取⻄道路⻘⾕ＩＣ
オンランプ上り

駟馳⼭BP岩美IC オンランプ 下り

⿃取道 ほき詰橋 上り

国道9号 ⼩沢⾒ 上下

⿃取河川国道事務所管内の主なスタック想定箇所（情報共有）

⿃取道 智頭ICオンランプ

国道53号 ⿊尾峠 上り

CCTV︓R9_220K5L ⽔尻TN東

CCTV︓R9_219K3R ⽩兎TN東

CCTV︓R9_196K154R 岩美IC⼊⼝

CCTV︓R9_230K400L ⻑尾ＴＮ⻄

CCTV︓R53_93K395L ⿊尾3

CCTV︓⿃取道_35K762L 智頭IC

CCTV︓志⼾坂_25K399R 樽⾒TN終点

CCTV︓志⼾坂_20K567L 笹尾⾼架橋
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冬期道路交通確保の基本的な考え⽅

関係機関と情報共有

・情報連絡会議の設置
（国⼟交通省、県、市町
村、警察、NEXCO⻄⽇
本など）
・県災害対策本部と情報共
有（Web常時接続）

① 広報活動等の実施
 広域迂回・不要不急の外出⾃粛の呼びかけ

・近畿・九州地⽅整備局・NEXCO⻄⽇本とも連携
・記者発表・ホームページ・ＳＮＳ等を⽤いた広報

冬⽤タイヤ早期装着啓発活動
トラック協会等への協⼒要請
降雪時の冬⽤タイヤ・チェーン等の装着指導の実施

① 広報活動等の実施

広域迂回の促進・不要不急の外出抑制

② 除雪の実施
⼤規模な⾞両滞留の防⽌

地域住⺠の孤⽴防⽌

② 除雪の実施
並⾏区間である国道９号・⼭陰道及び国道５３号・⿃取道

とも除雪作業を⾏い出来る限り交通を確保

集中除雪し早期に交通を確保

⼤規模な滞留⾞両が発⽣する前に
迅速な集中除雪のための通⾏⽌めを実施

(各路線ごとに判断)

降雪の継続により除雪に⽀障をきたし
⾞両滞留のおそれがある場合

通行止めの検討・判断のタイミング
〇降雪状況
〇路面積雪状況
〇渋滞（低速）状況
〇交通事故等

県災害対策本部
等関係機関との
連携

降雪時の除雪計画

記者発表例・SNSを⽤いた広報例
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情報連絡会議の設置について

情報連絡会議について 情報連絡会議概要

【構成員】（順不同）

・中国地方整備局、鳥取河川国道事務所、
倉吉河川国道事務所、岡山国道事務所

・鳥取県、岡山県
・市町村（沿線自治体）
・警察（鳥取県・岡山県・兵庫県）
・消防（鳥取県東部）
・NEXCO（福崎・津山高速）
・中国四国管区警察局（オブザーバー）
・鳥取・岡山気象台（オブザーバー）
・鳥取運輸支局（オブザーバー）
・自衛隊（オブザーバー）

大雪に関する気象情報発表又は大雪警報発令 【情報連絡会議開催基準】
①気象庁より「大雪に関する気象情報」が発表
された場合。

②各機関からの要請を受け、幹事長が必要と判
断した場合。

③気象庁より鳥取県東部に「大雪警報」が発表
された場合。

【構 成】
左図のとおり

【目 的】
鳥取県東部地区及び岡山県勝英地区において、
冬期の大雪等の異常気象等による主要幹線道路
の不通や交通渋滞などの事態を回避するための
対策検討、関係する機関が連携する体制の構築、
各機関における除雪作業の状況や交通状況等を
共有。

情報連絡会議
（Teams）

情報連絡会議開設（Teams常時接続）

気象防災
オンライン会議
（Webex）

※気象防災オンライン会議終了後、情報連絡会議に再移行する場合あり

移行
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実施する取り組み内容
冬期に向けた事前対策 雪 害 対 応

■車両等移動訓練（調整中）
災害対策基本法に基づき、道路管理者が行う放置車両移動の手順、器具
使用方法等についての訓練を鳥取・倉吉河川国道事務所合同で実施
※令和5年度の会場：河原除雪基地

■除雪オペレータ研修会（11月17日）

除雪の知識習得及び除雪機械操作を目的として、鳥取県土整備事務所
及び鳥取・倉吉河川国道事務所共催によるオペレータ研修会を実施

■雪害対策訓練（11月27日）
鳥取道の佐用JCT～河原IC間の通行止め（一般道区間を含む）を想定し
た除雪オペレーション、情報伝達等について、岡山県、鳥取県及び市町
村と当事務所合同による情報伝達訓練（Web）を実施

雪害訓練等

■中国・四国・九州・近畿トラック協会等への協力依頼
積雪時等における自動車の滑り止め装置装着の徹底について依頼文書
を発出予定（国交省、鳥取運輸支局、鳥取県警察本部、鳥取県連名）
また、管内沿線自治体に対し、自治体独自の放送手段による住民への情
報提供、長時間渋滞に巻き込まれた乗員の避難場所や食料等の提供等に
関する協力依頼文書を発出予定

■冬用タイヤ早期装着啓発活動（装着率調査・チラシ配布）
鳥取道(鳥取IC)、国道29号、国道53号において、 11月30日から4回に分
けて、冬タイヤ装着率調査及び早期装着啓発チラシ配布活動を実施

啓発活動

■ホットラインリスト
ホットラインリストをR5.10月時点版に更新

そ の 他

■除雪体制及び除雪方法
●冬用タイヤ指導
・鳥取道の大原IC・河原ICにおいて、冬用タイヤ指導を実施

●牽引用車両待機・鳥取道及び鳥取西道路への車両の流入抑制
・冬期、立ち往生が予想される箇所に予め牽引用車両を事前待機
・佐用JCTから通行止めし、車両の流入抑制・広域迂回を促す

●除雪車稼働位置の把握（GPS）
・除雪車にGPSを配備し、リアルタイムで位置情報を把握

●車両流入抑制・車両待機場所の確保
・国道373号への車両流入抑制（P21以降参照）
・車両待機スペースを確保（河原除雪基地北側、布勢運動公園、
武蔵武道館）

■各関係機関との情報共有
●情報連絡会議の開催等
・大雪に関する気象情報の発表を受け開催し、Web常時接続により、
気象や道路情報等について情報共有

■住民や車両搭乗者への情報提供
●HP・SNS等による情報提供
・HPに道路ライブカメラの画像を掲載し、路面状況を情報提供
・通行止め状況等をSNS（X：旧Twitter）、防災アプリ、トリピーメー
ル、緊急ラジオで配信

●広域的な迂回路情報提供の検討・不要不急の外出抑制の呼びかけ
・他の道路管理者の情報板利用による情報提供の実施
・市町村の防災行政無線等による呼びかけ
・整備局・運輸局・気象庁・NEXCO合同による外出抑制の呼びかけ

■広域支援など異常降雪時の支援体制強化
●災害協定業者等の活用

■長時間滞留が発生した際の乗員保護支援
●各機関連携・協力して実施
・乗員保護支援計画における宿泊施設の確保に関する覚書（R5.1.11）
・イオン株式会社と「災害対応に関する協定」を締結（R5.1.31）
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雪害時の乗員保護に関する支援計画の策定
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雪害時の乗員保護に関する支援計画の策定
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雪害時の乗員保護に関する支援計画の策定
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雪害時の乗員保護に関する支援計画の策定
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乗員保護支援計画における宿泊施設の確保に関する覚書

○雪害時の乗員保護の避難先確保のため、直轄国道を対象として、中国地方整備局・中国運輸

局及び、鳥取県・島根県の旅館ホテル生活衛生同業組合 の三者で覚書を締結。
※旅館ホテル生活衛生同業組合：旅館、ビジネスホテル等が会員として加盟（鳥取県：130施設、島根県：180施設）

●⽬的
・⼤規模な⽴ち往⽣が発⽣し、滞留⾞両の開放に⻑時間を要すると⾒込まれる場合の宿泊施設等の確保について、協⼒を要請する場合の必
要な事項を定める。

●締結者
甲︓中国運輸局⻑
⼄︓中国地⽅整備局⻑
丙︓県旅館ホテル⽣活衛⽣同業組合理事⻑

●組合員要請内容〔第５条〕
（１）宿泊場所（部屋）、⼊浴施設、⾷事及び⾷事場所の提供
（２）避難者の名簿管理
（３）甲からの連絡や情報の窓⼝となる施設連絡責任者の設置
（４）その他、甲丙の協議により必要と認める業務
●契約⼿続〔第６条〕、費⽤負担〔第８条〕
・⼄の管内事務所と丙が契約⼿続を実施し、⼄の管内事務所が負担。

等

●⽬的
・具体的な要請⽅法、様式、費⽤の額を定める。

●締結者
甲︓中国運輸局 総務部⻑
⼄︓中国地⽅整備局 統括防災官
丙︓県旅館ホテル⽣活衛⽣同業組合理事⻑

●定める内容
・要請⽅法
・要請に係る様式
・提供等に要する費⽤の額

【覚書 概要】

【参考︓運⽤ 概要】

【背景】

○積雪に伴う大規模な立ち往生が発生して開放までに長時間を要すると見込まれる場合に、関係

機関が連携して乗員保護支援を行うための『雪害時の乗員保護支援計画』を令和３年度に策定。

○乗員保護支援計画の発動時における“乗員の避難場所”をより多く確保する方策を検討。

○北陸管内での“旅館ホテル生活衛生同業組合” “運輸局” “整備局”の三者による「乗員保護計

画における宿泊施設の確保に関する覚書」の締結事例を参考に、関係機関と調整を実施。
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中国地方整備局
管内事務所

【道路管理者】
中国運輸局

各ホテル・旅館

現地対策本部

①協力の要請

⑧乗員を宿泊施設に移送

⑩宿泊
費用等
の請求

雪害時の乗員保護支援計画により、宿泊施設の確保が発生する場合のフローは以下のとおり。

■宿泊施設及び現場から宿泊
施設（又は避難所）までの移送
手段の確保

■道路管理者として費用負担
・宿泊費用、移送費用、現場での
物資の提供等

②宿泊施設
の調査

③対応
可否等
の報告

④協力の承諾

⑥利用の申込

⑨乗員を現場・車両へ移送（避難完了）

【休日や夜間等、組合と連絡が取れない場合】
中国運輸局と各ホテル・旅館とで直接
①、④、⑥の手順を行う。

上記の場合、必要に応じて組合へ報告。

⑪組合から管内事務所に対し宿泊費用等の請求

⑤管内事務所と組合との間で契約の締結

旅館ホテル生活衛生
同業組合

⑦利用
申込の
連絡

滞留現場

※凡例 発災当日の流れ、 避難完了、乗員保護支援活動終了以降の流れ

⑫管内事務所から組合に対し宿泊費用等の支払

中国地方整備局

覚書の締結

情報
共有
連携

運輸支局

■宿泊施設及び現場から宿泊
施設（又は避難所）までの移送
手段の調整

手続きフロー

乗員保護支援計画における宿泊施設の確保に関する手続フロー
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イオン株式会社との災害対応に関する協定について

〈協定の必要性〉

・TEC-FORCE派遣時の活動拠点の確保

・災害発生時における食料等の物資の確保

〈協定概要〉

・目的

平時より緊密に連携するとともに、自然災害及び予期できない災害等が発生又は発生のおそれがある場

合に相互協力し、効率的な災害対応を実施する
・協力事項
【相互協力】
・災害発生時の情報共有
・講習会、研修時の講師の派遣
・訓練協力
【イオン→地整】
・食料、生活用品等の提供
・活動拠点となり得るスペース（駐車場、
トイレ等）の貸与

・資機材の貸与
・防災啓発催事のスペース貸与
【雪害時】
・イオン側が所有又は管理する店舗施設を
一般車両の緊急待避場所として利用

・適用範囲

1. 地整が所有する施設が被災又は被災のおそれ
があるとき

2. 地整が被災地支援のため要員及び災害対策機
械を派遣する場合

3. 地整・イオン双方で必要があると認めた場合

活用想定事例
・TEC-FORCE派遣時の前進基地・待機スペースと
しての使用

・雪害時において、食料や生活用品をイオンより
調達

※イオン側はグループ会社での対応可能

〈背景〉
・イオン株式会社は2017年、防災行政上重要な役割を
有する機関「指定公共機関」に指定されている

・既に関東地整(2021.3)並びに北陸地整(2022.11)と
「災害対応に関する協定」を締結済み
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〈連携手順〉
・食料・生活用品等の提供

・拠点となり得るスペースの貸与

①活動拠点(駐⾞場等)スペースの
『施設利⽤要請書』を送付

②イオン職員現地確認※

③協⼒可否判断
④協⼒可否回答

協⼒可
→⑤活動拠点として

利⽤
※緊急通⾏⾞両標章の交付
→⼿続きはイオンが⾏う

                       
イオン株式会社との災害対応に関する協定について

①『災害対応に係る協⼒要請書』を送付

②協⼒可否の判断の上で
『災害対応に係る協⼒要請書(報告)』を送付

地整
防災室

地整
防災室 イオン

イオン

貸与対象
イオン店舗
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鳥取河川国道事務所管内 集中除雪区間

集
中
除
雪
区
間

鳥
取
自
動
車
道

大
原
ＩＣ

～
河
原
IC

延
長

＝
4
0
.8
km

集
中

除
雪

区
間

国
道

5
3
号

黒
尾

峠

延
長

=
1
2
.7
km

鳥取県八頭郡
智頭町野原

岡山県勝田郡
奈義町関本

集中除雪区間 鳥取西道路 鳥取ＩＣ～青谷IC

延長=19.3km

鳥取県八頭郡
若桜町小船

兵庫県宍粟市
波賀町赤西

出典︓国⼟地理院地図（加⼯）

青谷IC

鳥取IC

河原IC

大原IC

佐用JCT

集中除雪区間 国道9号 鳥取市伏野～浜村

延長=9.2km
※
通
行
規
制
区
間

鳥
取
自
動
車
道

佐
用
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
河
原
IC

延
長

＝
5
2
.0
㎞
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集中除雪広報タイムライン、連絡系統

集中除雪連絡系統図（案）（鳥取河川国道事務所）

集中除雪決定

鳥取河川国道事務所

冬期道路交通確保対策会議

・倉吉河川国道事務所
・岡山国道事務所
・鳥取県
・岡山県
・市町村（鳥取市、岩美町、八頭町、若桜町、智頭町、西粟倉村、美作市）
・警察（鳥取県警、岡山県警、兵庫県高速隊）
・鳥取県東部広域行政管理組合消防局
・西日本高速道路（株）（福崎、津山）
・中国四国管区警察局
・気象台（鳥取、岡山）
・中国運輸局鳥取運輸支局
・陸上自衛隊第８普通科連隊

近畿地方整備局
道路部道路管理課

豊岡河川国道事務所
道路管理課

姫路河川国道事務所
道路管理第二課

西日本高速道路（株）中国支社

中国地方整備局道路事務所
（倉吉、松国、浜田、岡国、
三次、福山、広国、山口）

九州地方整備局
道路部道路管理課

本州四国連絡高速道路（株）

中国地方整備局
道路部道路管理課

西日本高速道路（株）関西支社
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鳥取県において大雪が予想される時における 広域迂回路のお願い

山口県

島根県

鳥取県

岡山県

広島県

米
子
自
動
車
道

松
江
自
動
車
道

播
但
連
絡
道
路

⼤雪が予想される場合

想定される広域迂回路

中国自動車道

鳥
取
自
動
車
道

鳥取道・山陰道大雪の恐れ
山陽道→播但道ご利用を

鳥取道・山陰道大雪の恐れ
山陽道→広島道→浜田道ご利用を

九州方面から近畿方面へ

近畿方面から島根方面へ

道路情報 連絡先
○⿃取河川国道事務所 ⿃取管理センター︓0857-29-1998
○倉吉河川国道事務所 ︓0858-26-6221
○JARTIC（⽇本道路交通情報センター）⿃取情報︓050-3369-6631

岡⼭情報︓050-3369-6633
兵庫情報︓050-3369-6628

※JARTICは混雑時や深夜等の時間帯において、⾃動応答となる場合があります

大雪の時には鳥取道・山陰道の集中除雪を行うために通行規制する
場合があります。ご迷惑をおかけいたしますが、広域迂回のご協力を
お願いします。

広域迂回路や他の国道なども場合によっては通行規制する可能性が
ありますので、最新の道路情報を確認してください。

予 告

山陽自動車道

浜田自動車道

広島自動車道

※広報イメージ
16



鳥取自動車道の冬用タイヤ指導について

★⽬的
積雪路において、すべり⽌め措置（冬⽤タイヤ⼜はタイヤチェーン装着）を講じず
通⾏しようとする⾞両に対し、タイヤチェーンの装着⼜は通⾏の中⽌を指導要請する
ことにより、事前に⽴ち往⽣による交通障害を防⽌し、安全で円滑な交通を確保する

★実施基準
１．冬季シーズン前段等（初積雪時、年末年始等）において、

冬⽤タイヤ未装着⾞両の通⾏が予想される場合
２．除雪や散布作業を実施しても⿊路⾯が確保できず、

冬⽤タイヤ未装着⾞両のスタックが複数発⽣し交通や除雪作業の
障害の恐れがある場合

★実施場所
○河原IC（河原チェーン着脱場） 上り（⿃取県、⿃取県警察と合同で実施）
○⼤原IC（⼤原除雪基地） 上下

●⿃取道冬⽤タイヤ指導

河原IC

E29

出典︓国⼟地理院地図（加⼯） 冬⽤タイヤ指導実施個所

河原IC

大原IC

⾄ 佐⽤町

⾄ ⿃取市街 ⾄ ⿃取市

⾄ 佐⽤町

冬⽤タイヤ指導
実施場所

（河原チェーン着脱場）

冬⽤タイヤ指導
実施場所

（⼤原除雪基地）

佐用TB

大原IC

出典︓国⼟地理院地図（加⼯）出典︓国⼟地理院地図（加⼯）

河原チェーン着脱場

⼤原除雪基地
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鳥取河川国道事務所管内 車両待機スペース

【布勢総合運動公園】

【河原除雪基地北側駐⾞場】

【武蔵武道館】

布勢総合運動公園

河原除雪基地北側駐車場

武蔵武道館

出典：国⼟地理院地図（加⼯）

出典：国⼟地理院地図（加⼯）

出典：国⼟地理院地図（加⼯）

出典：国⼟地理院地図（加⼯）

待機スペース

待機スペース

待機スペース
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道の駅

道路情報の提供について

防災無線
広報車
HP

記者発表
道路情報板
HP・SNS（X：旧Twitter）
JARTIC規制情報登録
関係機関へFAX

利用客向けにFAX内容
を掲示

情報コーナー等へ掲示

道路情報板

規制情報登録（通行止め、冬用タイヤ等必要等）

道路情報版による情報提供

SNS（X：旧Twitter）による情報提供

道路情報の提供方法

道路情報を記者発表、関係機関へのFAX、道路情報板等で情報提供、
県・市町村が行う広報も用い、住民・ドライバーなど一般向けに広
く情報提供を行う。

鳥取河川国道事務所

トリピーメール
防災アプリ
HP
道路情報板

鳥取県・岡山県・兵庫県

県警察

市町村

コンビニ・GS

出典︓公益財団法⼈⽇本道路交通情報センター

道
路
情
報
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R5.1.24～26豪雪 国道３７３号における対応 【鳥取県】

鳥取自動車道の通行止め（鳥取IC～作用TB）に伴い、多数の大型車両が国道３７３号に流入し、

すれ違い困難により滞留車列が発生した。

智頭南ＩＣ

智頭ＩＣ

智頭宿交差点

西粟倉村美作市

車両滞留発生（計８７台）
約７時間（19:00～1:57）

智頭町

駒帰交差点

西粟倉ＩＣ

鳥取自動車道
（国道５３号）の
交通が流入

佐 用 T B

1 8 : 3 0

鳥 取 I C

1 8 : 3 0

鳥取自動車道の
交通が流入

滞留A地点（1/24 23:30解消）

滞留B地点（1/25 1:57解消）

国道 3 7 3 号 の
車両滞留状況（1/24 19:00頃）

【大型車両流入による車両滞留の原因】
● 通行止め情報の連絡から誘導員配備までの時間

が短期間であった。
● 交通誘導員の配備体制構築が不十分であった。

交通誘導員配備①（鳥取県）
1/24  20:00誘導開始

【問題点】
通行規制開始から１時間３０分

を要した。

交通誘導員配備 （岡山県）
1/25 0:00誘導開始

【問題点】

配備体制を事前構築できて
いなかった。

17:10 通行規制事前連絡

【問題点】

情報提供が規制開始直前（１時
間２０分）となった。

【問題点】

鳥取道の代替路である国道５３号
を迂回路として情報提供できなかっ
た。
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【機密性２情報】志戸坂トンネル通行止め時の規制計画（坂根交差点～駒帰交差点）

志戸坂トンネル
R373志戸坂峠道路

R373志戸坂峠道路

県境至 美作市

至 西粟倉IC

至 鳥取市

至 大茅

至 智頭南IC

千代川
吉野川

駒帰交差点

坂根交差点

通行止
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鳥取道通行止時　鳥取県側　車両誘導オペレーション

出典：国土地理院地図（加工）

E29

E29

智頭除雪基地

至 鳥取

至 岡山

志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル

通
行
止
め

鳥取県対応
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　車両待機所（武蔵武道館駐車場）：除雪（国交省）

鳥取道通行止時　岡山県側　車両誘導オペレーション

武蔵武道館

大原除雪基地
（Uターン場所）
要員：国交省

ローソン

5

5

県道作東大原線

大原IC

出典：国土地理院地図（加工）

誘導員（岡山県）

E２９

佐用平福IC →

①中町交差点

←
鳥
取
方
面

除雪基地で

Ｕターン可能

②大原IC交差点 誘導員（国交省）

誘導員（岡山県）

240

①中町交差点

②大原IC交差点

③ローソン前交差点

⑥県道240号分かれ交差点

④大原小学校前

⑤大原中学校前

⑦武蔵武道館出入口
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